



































それらは結局、 「鍵E葉j と「安全 j の問題だと位置づけたうえで、目指すべき
「鍵康Jと「安全 Jを満たしたできる眼り校適な生活というのは、 fたんに物
質麗の充足のみでなく、人間的な生の充実、すなわち生活の f質3の向上を伴

























































































態は身体の「規律 J Cdisciplines)で、 身体の説教や適性の増大、従傾きの
増強にかかわる権力である。その手段として具体的には、軍隊や学校などの制
度が対応する。つづいて18世紀中葉になると、身体を生物学的な種とみなした





大なtechno1 ogi eとして社会全体へ広がっていく。 このような人間の生に中心





の重要な概念が含まれている。 第一に、 《生>)= bi 0という概念である。これ










































































































? ? ??? ?
態J (the forms of linguistic experience) (10)という意味の f情報様式」
(the mode of information)という仮設的概念から捉えている [Poster，








































































































f 地域保健医療情報システム j はそれを如実に表すプロジェクトである[厚生
省， 1986:218J。このシステムは、そもそも1974年に摩生省が開始した「医療
情報システム Jの研究開発の一翼をしめるものであったが、当初は「地域保健










かけること、あるいはその健康事情の把握に重点がある J [板倉， 1986:78J 





























































































































































































( 1 )これについては、 [才津，1987]を参照されたし。





( 3 )この技術論としての権力論は、 『監視することと処罰すること Jの中で・
最も明確に展開されている。 r要するに、処罰手段の変貌を研究するに









ないのである J [Foucau1t， 1975: 28-29=1977: 28]。






( 6 )たとえば、 [ Foucaulし 1975:28-29=1977:28]や[Foucaul t， 1976: 185 
=1986:178]を見よ。 田村氏 [1977]は F技術論」、渡辺氏[1986]は
「テクノロジー」と訳している。
( 7 )たとえば、 「規律J (discipline)が各個人を空間に「配分する術」
(L'art des repartitions)といった用法([Foucault， 1975: 143=1977 
: 147 ]、邦訳では「配分する技術 J )や古代ギリシャ時代に人々が自分
自身に対して、自分とは何か、何をなすかと問いか付て自分自身を変え









形し、操作する「生産のテクノロジー J (technologies of production) 
、第二に、記号、意味、シンボル、あるいは表示を使う「記号システム
のテクノロジ-J (technologies of sign systems)、第三に、諸個人
の行為を規定し、何等かの目的ないし支配に従わしめ、主体の客体化を




















一， 1980， 1975J 
(12 )以下、このシステムに関する内容は、 (財)医療情報システム開発セン
タ-1981 W 昭和55年度医療情報システム研究開発報告書~ : 233-263 
と石須哲也 1986 r都市型健康管理情報システムの開発」、 『公衆衛
生』、 50-5:321-327 に負う。詳細はこれらを参照されたし。





( 15) [(財)匡療情報システム開発センター， 1981: 242 -245 ] 
















A 1 t， J ohn 1981 “Authority， reason and the civilizing process" 
Theorv and Societ.Y， 10 :387-405 
『朝日新聞.t 1987a 9月1日朝刊
1987b 1月24日朝刊
Attali，Jaques 1979 L 'ordre cannibale:Vie et rnort de la medecirle 
Edi tions Grasset & fasquelle. = 1984金塚貞文訳、 fカニバリズム
の秩序よ、みすず書房。
Deleuze，Gilles 1986 1i'OUCAULI， Les Editions de月inuit. = 1987宇野邦一
訳、 「フーコー』、河出書房新社。
Dickson，David 1984 The New Politics of Science， Pantheon Books. 
Foucault，Hichel 1975 Surveiller et punir: Naissance de la pLLeJlfl， 
Gallimard. = 1977田村俄訳、 r監獄の誕生一監視と処罰ー』、新潮社。
1976 H istoir de la sexualite， 1 ， La volonte de savoir 
Gallimard. = 1986渡辺守章訳、 r性の歴史 I 知への意志』、新潮社。
1984 出stoirde la sexualite， I， L'usage dεs plaisirs 
Gallimard. = 1986 田村仮訳、 『性の歴史 I 快楽の活用』、新潮社。
(財)医療情報システム開発センター 1975 U医療情報システム研究開発報







広重 撒 1973 r科学の社会史ー近代日本の科学体制』、中央公論社。









加藤 秀俊(編 1986 日本における「からだ産業」の将来』、シィー・
ティー・アイ。




Martin，Luther H.， Huck Gutman and Patrick H.Hutton Ceds.) 1988 
Technologies of the self A seminar with Michel Foucaul t， 
The Univeristy of Massachusetts Press. 
医シ研(日本医師会医療システム研究委員会の略 1987 W昭和62年度 医
療システム研究委員会報告 医師会におげる情報システム』、日本医師
会医療システム研究委員会
OECD 1971 Science， Growth and Society A New Perspective~ ， = 1972 
大来佐武郎監訳、 『科学・成長・社会一期い直される科学技術』、
日本経済新開社。
O'Neill，John 1986 “Sociological Nεmesis Parsons and Foucault on the 
Therapeutic Disciplines" ， Mark L.Wardell and Stephen P.Turner 
(eds.) Sociological Theorv in Transition : 2ト35，Allen & Unwin. 
Poster，Mark 1984 Eoucault， Marxism and Historv トlodeof Production 
versus Mode of Information， Polity Press. 
-45-
才津 芳紹 1987 科学技術の正当性の危機 J、駒井洋(編) ~自己実現社
会.!J : 131-161、有斐開。
1988 修士論文『科学技術の正当性と生の情報化』、未公表
坂上 賢三 1986 r技術の発生と展開」、『新・岩波講座 哲学8 技術魔
術科学L、岩波書活。
総務庁統計局(編 1985 自本の統計 昭和60年』、大蔵省印刷局。
総理府 1982 科学技術J、 r 月刊世論調査~ (6月号)
1985 r個人情報の保護J、 f月刊世論調査jJ (11月号)
1986 r情報社会J、 f月刊世論調査.n (6月号)
榔記 留男 1976 W明治大正史世相編(下)jJ、議談社。
(さいつよしあき/筑波大学大学院)
-46-
